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9 月月月月のののの動動動動きききき

2 四半期四半期四半期四半期のののの GDP 成長率成長率成長率成長率、、、、前年同期比前年同期比前年同期比前年同期比

 

チェコチェコチェコチェコ統計局統計局統計局統計局はははは、、、、9 月月月月 7 日日日日、、、、12 年第年第年第年第

のののの GDP 成長率成長率成長率成長率をををを前年同期比前年同期比前年同期比前年同期比マイナスマイナスマイナスマイナス

前期比前期比前期比前期比マイナスマイナスマイナスマイナス 0.2％％％％とととと発表発表発表発表したしたしたした

期期期期ではではではでは、、、、前年同期比前年同期比前年同期比前年同期比マイナスマイナスマイナスマイナス 0.8

前年同局前年同局前年同局前年同局はははは、、、、マイナスマイナスマイナスマイナス成長成長成長成長のののの要因要因要因要因

落落落落ちちちち込込込込みにあるとみにあるとみにあるとみにあると指摘指摘指摘指摘しているしているしているしている。。。。

 

＜＜＜＜個人消費個人消費個人消費個人消費のののの減少減少減少減少がががが加速加速加速加速＞＞＞＞  

 統計局は同時に第 1 四半期の GDP

リバイス、前年同期比を 6 月発表時

ら 0.5％に、前期比 0.8％から 0.6

れやや上方修正した。しかしながら

マイナスであることに変更はないため

で 2011年第 4 四半期のマイナス

せて、3四半期連続してマイナス

リセッションが再度確認された形

 統計局は、この傾向の要因に関

需の減少傾向が持続しており、このマイナス

分を貿易黒字が相殺できない状態

と説明している。第 2 四半期における

費支出は前年同期比マイナス 2.6

はプラス 3.9％、輸入はプラス 1.1

 内需のうち、特に個人消費は、

て急激に落ち込んでおり、第 2

年同期比マイナス 3.3％、前期比

1.1％に達した（図参照）。  
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きききき  

前年同期比前年同期比前年同期比前年同期比△△△△1％％％％  

年第年第年第年第 2 四半期四半期四半期四半期

マイナスマイナスマイナスマイナス 1.0％、％、％、％、

したしたしたした。。。。12 年上半年上半年上半年上半

0.8％％％％であったであったであったであった。。。。

要因要因要因要因はははは、、、、内需内需内需内需のののの

。。。。  

GDP成長率を

月発表時の 0.7％か

0.6％に、それぞ

しかしながら、前期比

はないため、これ

のマイナス 0.1％と合わ

してマイナス成長となり、

形となった。  

関して、「内

このマイナス

状態にあるため」

における最終消

2.6％、一方輸出

1.1％であった。 

、今年に入っ

2 四半期には前

前期比マイナス

 

財務省はその要因として

税率の引き上げ（2012 年

14％に引き上げ）、実質賃金

の減少を挙げている。  

  

付加価値税に関しては、

で更に付加価値税基本税率

現在の 20％、14％から 1％

提議している。この政府案

場合には、現行法に従い、

税率、軽減税率ともに 17.5

とになるが、内閣は、これが

軽減税率対象の食品価格の

他、基本税率対象商品小売価格

引き下げ分）引き下げられるとは

いことから、両率 1％引き

家計を圧迫することになると

 

＜＜＜＜政府政府政府政府はははは、、、、輸出輸出輸出輸出、、、、公共事業公共事業公共事業公共事業

一方、政府は、景気対策

コ経済成長の柱となっている

援を筆頭に掲げている。ネチャス

れに関して、特に EU 外への

支援していく意向を明らかにしているが

れには、産業界も賛意を示

産業連盟のシュピツァル副総裁

EU への輸出集中から、特に

東南アジアなどへの輸出先拡大

めており、将来的にもこの

必要がある」と指摘している

この他の対策として、ネチャス

産学提携の推進、2）EU 基金

公共事業の拡大 を挙げている

関連して、テメリーン原子力発電所

ミア）拡張の実現推進を強調

の産業にとって大きな刺激

される。我々は、チェコ企業

にできるだけ参与することを

テメリーン原発は、3 号機

定されており、現在その入札過程

終入札者は、ロシアのアトムストロイエクス

前年同期比

前期比

（単位：％）

   ジェトロ・プラハ  

として、付加価値税軽減

年 1 月より 10％から

実質賃金の減少、雇用率

、政府は 13 年 1 月付

付加価値税基本税率、軽減税率ともに、

％引き上げることを

政府案が成立しなかった

、来年初頭から基本

17.5％に統一されるこ

これが施行されれば、

の高騰が予測される

基本税率対象商品小売価格が 2.5％（VAT

げられるとは予想しにく

き上げに比べ、より

することになると警告している。  

公共事業公共事業公共事業公共事業のののの拡大拡大拡大拡大をををを提唱提唱提唱提唱＞＞＞＞  

景気対策として、現在チェ

となっている輸出の更なる支

ネチャス首相は、こ

への輸出を積極的に

らかにしているが、こ

示している。チェコ

副総裁は、「企業は、

に南米、北アフリカ、

輸出先拡大・多極化を進

にもこの傾向を高めていく

している。  

ネチャス首相は、1）

基金の効果的利用、3）

げている。特に 3）に

原子力発電所（南ボヘ

強調、「本件は、国

刺激となることが期待

企業がこの拡張工事

することを望む」と述べた。

号機、4 号機の増設が予

入札過程にある。最

アトムストロイエクス
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ポルトとシュコダ JS（チェコ）のコンソーシ

アム、ウェスティングハウス（米国）および

アレバ社（仏）の 3 者で、落札者決定は 2013

年半ばの予定。  

 

EU 測位衛星測位衛星測位衛星測位衛星システムシステムシステムシステム本部本部本部本部、、、、プラハにプラハにプラハにプラハに開設開設開設開設  

 

9 月月月月 6 日日日日、、、、プラハにプラハにプラハにプラハに移転移転移転移転したしたしたした欧州欧州欧州欧州 GNSS 局局局局

（（（（GSA））））本部本部本部本部のののの開設式開設式開設式開設式がががが行行行行われたわれたわれたわれた。。。。同局同局同局同局はははは、、、、

EU がががが構築中構築中構築中構築中のナビゲーション・システムのナビゲーション・システムのナビゲーション・システムのナビゲーション・システム「「「「ガガガガ

リレオリレオリレオリレオ」」」」をををを運営運営運営運営・・・・管理管理管理管理するするするする組織組織組織組織。。。。これにこれにこれにこれに伴伴伴伴いいいい、、、、

衛星衛星衛星衛星・・・・宇宙開発部門宇宙開発部門宇宙開発部門宇宙開発部門におけるチェコにおけるチェコにおけるチェコにおけるチェコ企業企業企業企業のビのビのビのビ

ジネス・チャンスのジネス・チャンスのジネス・チャンスのジネス・チャンスの拡大拡大拡大拡大がががが期待期待期待期待されるされるされるされる。。。。  

 

＜11 の候補地からプラハに選定＞  

    欧州 GNSS（グローバル・ナビゲーション・

サテライト・システム）局（GSA）は、2004

年にブリュッセルに創設された EU 組織。現

在米国の GPS、ロシアのグロナスに依存して

いる衛星測位システムから、欧州システム「ガ

リレオ」に移行させ、その稼働後はシステム

安定供給を保証するため、同システムの運

営・管理にあたる。ガリレオ衛星は、現在 2

機が打ち上げられており、今年 10 月 10 日に

更に 2 機が打ち上げられる。2014年末までに

少なくとも全 30 機中 18 機が軌道に乗る予定

で、それにより、捜索・救助サービス供給が

開始される。ガリレオは、位置情報サービス

の他、気象・地質学、環境部門における研究・

開発への利用、より優れた気象・大気状況監

視システムの農業、漁業における利用などを

可能とする、より広範な衛星システム構築を

目指したもので、全衛星打ち上げが終了し、

このシステムがフル稼働するのは 2019 年末

から 2020 年初頭と予想されている。ガリレ

オ・システム構築プロジェクトへの投資総額

は、約 90 億ユーロと見積もられている。  

    2006年、EU は、GSA のブリュッセルから

の移転を決定、その後 11 カ所の移転先候補地

から慎重な絞り込みが行われた。最終選考に

はプラハの他、オランダのノールドワイクが

残ったが、2010年 12 月、EU 大使会議、及び

運輸相会議でプラハが採択された。チェコ運

輸省は、その理由に関して、「欧州の中心と

いうロケーションの他、既に建物が GSA 用に

準備されており、即刻移転が可能な状況であ

ったことも評価された」と説明している。  

    プラハ本部では、現在 45 名が勤務している

が、そのうち 10 人はチェコ人。その中には IT

部長、局長アシスタントなどのポストも含ま

れる。従業員数は、最終的には 180 人に達す

る見込みである。  

 

＜現在国内で 13 社が宇宙開発事業に従事＞  

 GSA 本部設置は、国の経済面でも大きな意

味を持つ。ドベシュ運輸相は、同本部開設式

で、「宇宙部門は、国の経済成長に大きな刺

激となる。チェコがスペース・プロジェクト

に参与したことにより、その国際競争の場に

おける成功の可能性がより開けていくものと

期待している」と述べた。  

プラハには、既に 2010年 9 月に宇宙開発、

サービス部門大手アストリアム EADS（仏）

が子会社を設立している。またガリレオ衛星

6 機の製造を受注したドイツの OHB 社は、そ

の 100％子会社アエロテフ・パイセンベルク

社を通して 2005 年にプラハに設立したアエ

ロテフ・チェコ社のフル活用を開始している。 

更にブルノ市（南モラビア）を本拠地とす

るフレンテフ・アエロスペース社は、今年 5

月、宇宙開発部門大手のタレス・アレニア・

スペース（Thales Alenia Space）社（仏）より、  

通信衛星ソーラー・パネル展開装置生産を受

注に成功したと発表。受注額は 19 億ユーロで、

チェコ企業の宇宙技術関連受注としては最高

額となっている。  

チェコ国内には、このフレンテフ・アエロ

スペース社を始めとする、宇宙開発に従事す

る会社が 13 存在する。これらは業界団体・チ

ェコ宇宙連盟を形成しているが、その総裁、

パベル・ベレシュ氏が社長を務める企業、イ

グアス・ソフトウェア・システムズ社は、2007
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年、チェコ企業としては初めて欧州宇宙局

（ESA）プロジェクトの入札に成功、衛星の

写真自動解析システム構築を受注している。

「チェコ企業は、国際宇宙プロジェクトに参

加する技術力を備えていると、私は確信して

いる。我々にこれまで欠けていたものは、国

際評価とコンタクトのみなのである」とベレ

シュ氏は指摘している。                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                                    

政治政治政治政治・・・・経済日誌経済日誌経済日誌経済日誌     

3 日●統計局によると、第 2 四半期の平均賃

金は 24,626コルナで、前年同期比 2.3％

（546 コルナ）増大した。但し、実質

賃金は 1.1％減少している。平均賃金を

職種別にみると、最高は銀行・保険業

で 51,318コルナ、以下 IT・通信 45,332

コルナ、電気、ガス 40,323コルナとな

っている。最低はホテル・食堂の 13,324

コルナ。  

●財務省によると、1～8 月の財政収支は

670億 2,200万コルナの赤字。赤字額は

前年比約 200億コルナ減少した。  

４日● IT 部門専門調査会社・Gartnerによると、

上 半 期 の 国 内 パ ソ コ ン 売 上 台 数 は

496,500台で、前年同期比 11％増。う

ち企業への売上は約 300,000台、個人

196,500台となっている。メーカー別で

は、トップは HP（95,000 台）、以下

Acer（63,500）、Lenovo、Dell となっ

ている。  

５日●下院で、上院の差し戻した一連の財政

改革法案に関する再投票が行われ、賛

成 94、反対 101で否決された。与党・

市民民主党（ODS）議員 6 名が、法案

内容のうち VAT1％引き上げ、高所得

者に対する 7％の「連帯賦課税」など

は容認できないとして、反対票を投じ

た。ネチャス首相は、再度法案を提出

し、これを内閣信任投票と合わせる意

志を表明。今年末までに VAT 率変更法

案が可決されなかった場合には、現行

法に従い、来年 1 月より 17.5％の一律

税率が適用されることになる。  

  ●統計局によると、7 月の小売売上は前

年比 0.3％増。特にネット・ショップ、

あるいはメール・オーダー・システム

による売上が 13％と大幅に上昇した。 

  ●世界経済フォーラムが発表した 2012～

2013年国際競争力ランキングで、チェ

コは 144カ国中 39 位で、前年比 1 ラン

ク・ダウン。但し中東欧地域では依然

としてトップを維持している（ポーラ

ンド 41 位、ハンガリー60 位、スロバ

キア 71 位）。首位はスイス、以下シン

ガポール、フィンランド、スウェーデ

ン、オランダ、ドイツ、米国、英国、

香港、日本と続いている。  

  ●自動車工業会によると、1～8 月の国内

乗用車（新車）売上台数は 118,584台

で、前年同期比 3.6％増。8 月単独では

前年同月比 6.5％増大した。メーカー別

では、首位シュコダ（36,124 台）、2

位ヒュンダイ（10,615）、3 位フォルク

スワーゲン（9,946）となっている。  

  ●下院、上院の差し戻した年金保険法を

可決。大統領の署名が得られれば、来

年より 3 年間、年金上昇率がこれまで

のインフレ率 100％から、インフレ率

ｘ1/3+実質賃金上昇率 x1/3 に引き下げ

られることになる。 

●Deloitte Central Europeが発表した中東

欧企業 2011年売上トップ 500で、シュ

コダ・オート（売上 102 億ユーロ）は

3 位、チェコ電力（CEZ、83 億ユーロ）

は 6 位にランキング。首位はポーラン

ドの石油精製企業 PKN Orlen、2 位はハ

ンガリーの石油・ガス供給会社・MOL

であった。  

６日●統計局によると、1～7月の貿易収支は、

輸出前年同期比 8.8％、輸入 3.9％増大

し、1,945億コルナの黒字であった。黒

字額は前年同期比 847億コルナ増。  



              チェコ政治・経済の動き － 2012 年 9 月   ジェトロ・プラハ  

  ●統計局によると、7 月の工業生産は前

年同月比 4.2％増（但し労働日数差季節

調整後の増加率は 1.7％）。同局は同時

に 6 月の数字を先月発表のマイナス

2.2％から、マイナス 2.7％に下方修正

した。7 月の新規受注額は前年同月比

16％ 増 。 う ち 国 外 か ら の 受 注 額 は

22.7％増、国内 4.1％増となっている。

また部門別では、自動車部門の伸び率

が最大で、受注額 41.6％増。  

  ●統計局によると、7 月の建設工事は前

年同月比 0.5％減。また 6 月の数字を先

月発表の△ 8.4％から△ 9.2％に下方修

正した。  

  ●中銀によると、第 2 四半期の経常収支

は 66 億コルナの赤字。サービス収入の

うち観光収入は 359 億コルナ、上半期

では 684 億コルナに達しており、前年

同期比 12.7％と大幅に増大した。  

  ●内閣は、昨日下院が否決した一連の財

政改革法案を再び下院に提出、同法案

投票に内閣信任投票も合わせるよう要

請した。  

７日●プラハにロシア・チェコ商業会議所が

設立された。現在在チェコ・ロシア企

業、あるいはチェコでロシア人が設立

した企業の数は 17,000で、チェコ国内

の外国法人・個人設立企業の数（国別）

としては、最も多い。  

９日●ネチャス首相は、テレビ討論番組で、

「来年 17.5％の VAT 一律税率が導入さ

れれば、財政収支赤字は 240 億コルナ

上昇するであろう」と述べた。  

10 日●統計局によると、8 月の消費者物価上

昇率は前年同月比 3.3％、前月比△

0.1％。前月比で物価がやや下降となっ

た要因は、食品、ノンアルコール飲料

価格が下がったため。  

  ●労働・社会福祉省によると、8 月末現

在の失業率は前月と同じ 8.3％であっ

た。（広域）地方別では、プラハが最

も低く 4.4％、最高はウースチー地方

（北ボヘミア）の 13％であった。  

11 日●チェコ・コルナの対ユーロ為替レート

は、一時 24.35 CZK/EURまで上昇、過

去 1 年最高を記録した。  

  ●中銀によると、7 月の経常収支は 115

億コルナの赤字。  

  ●企業調査会社・CEKIA によると、2012

年上半期に国内で新たに設立された企

業の数は 11,421で、前年同期比 6％減

少し、過去 5 年間最低を記録した。6

月末現在の全企業数は約 366,500社（う

ち株式会社 25,000社、有限会社 341,500

社）。  

12 日●財務省、及びタックス・リファンド・

サービス会社グローバル・ブルーのデ

ータを基にチェコ経済新聞が報道した

ところによると、今年上半期チェコか

ら外国人に払い戻された VAT リファ

ンド額は 3 億 3,900万コルナで、昨年

通年額 5 億 1,600万コルナの 66％に達

した。グローバル・ブルーによると、

今年の夏季、外国人に対する国内売上

額は前年同期比 32％増大した。外国人

に対する売上額を国籍別にみると、

56.25％はロシア人に対するもので、以

下中国人（7.37％）、台湾人（5.02％）、

ウクライナ人（2.87％）、米国人（2.42％）、

タイ人（ 2.16％）、カザフスタン人

（1.94％）、日本人（1.89％）、イスラ

エル人（1.68％）、ブラジル人（1.55％）

となっている。また 2012年 VAT リフ

ァンド対象売上を品目別にみると、衣

類・ファッションが最も多く 65.24％、

以下ガラス製品（9.79％）、宝飾品・

時計（7.29％）、電子・IT 関連（5.32％）

で、2006年のデータと比較すると、ガ

ラス製品の割合が大幅に減少（22.65%

⇒9.79％）、これに代わって衣類・フ

ァ ッ シ ョ ン が 増 大 し た （ 46.11%⇒

65.24%）。（出所：Hospodářské noviny、
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記者名：Lucie Hrdličková）  

  ●クラウス大統領、年金法改正案に署名。 

  ●9 月に実施された支持政党に関する世

論調査の結果、トップはチェコ社会民

主党（CSSD）で支持率 22.0％、以下ボ

ヘ ミ ア＝ モラ ビア 共産 党 （ KSCM、

13.5％）、市民民主党（ODS、12.1％）、

TOP 09（7.7％）、市民権利党＝ゼマン

派党（SPOZ、4.3％）であった。  

13 日●シュコダ・オートの 8 月の全世界売上

台数は 67,700台で前年同月比 12％増、

8 月の数字としては過去最大を記録し

た。1～8 月では 633,300台で、前年同

期比 8.5％増大した。  

  ●欧州委員会が発表した、各国民のイン

ターネット使用頻度に関する調査の結

果、「1 週間に一度はネットを開く」

と回答した者は、チェコでは全体の

63％に過ぎず、欧州 29 カ国中 20 位（1

位はアイスランド＝94％、最下位はル

ーマニア＝37％）、逆にインターネッ

トを使用したことがないと回答した者

の割合は 24％で、14 番目に多いことが

わかった（最高＝ルーマニア 54％、最

低＝アイスランド 4％）。またオンラ

イン・ベッティング利用者数は、チェ

コでは 3％で 29 カ国中最低（1 位はフ

ィンランド＝29％）、音楽、映画購入

に利用している者は、8％で 28 位（1

位＝ルクセンブルグ 48％、29 位＝ラト

ビア 5％）と共に欧州最低レベルとな

っている。また過去 3 カ月にソーシャ

ル・ネットワークを開いたことのある

人の割合においても、チェコは 38％で

最下位であった（1 位＝ラトビア 79％）。 

14 日●保健省は、メチルアルコール入りの密

造酒による中毒で多数の死者が出てい

る状況に鑑み、アルコール分 20％以上

の蒸留酒の販売禁止令を発布した。死

者の数は、これまで 19 人となっている。 

16 日●財務省のミンチッチ次官は、テレビの

討論番組で、蒸留酒販売禁止による税

減収高は、1 カ月あたり 7,500万コルナ

に達するであろうと述べた。  

17 日●アルコール飲料生産者・輸入者連盟

（UVDL）によると、アルコール分 20％

以上の蒸留酒販売禁止令により、これ

らの生産者、輸入者は、一日当たり計

1,500 万コルナの純益を失っていると

述べた。  

  ●有力な大統領候補とみられていた経済

学者のシュヴェイナル氏が、立候補し

ない旨を今月発表した後、初めて実施

された大統領候補者支持に関する世論

調査の結果、フィシェル元首相が支持

率前月比 5.7％伸ばし 27.7％、ゼマン元

首相 22.7％であった。  

18 日●経済分析・投資会社ネクスト・ファイ

ナンスが発表した報告書によると、再

生可能エネルギー源助成金は、大きな

財政負担となっており、2012年予算で

は赤字額は 1,050 億コルナとされてい

るが、上記助成金歳出を除けば赤字は

900億コルナに引き下げられる。また、

2013年に関しては、この助成金支出が

なければ財政赤字は 14％削減できると

している。  

  ●下院で、内閣が再提出した一連の財政

緊縮案審議が行われ、第一読会を通過

した。ODSの同案反対議員は、第二読

会で法案変更を試みるとの意志を表明、

一方ネチャス首相は、同法案が可決さ

れなかった場合には、内閣は総辞任す

ると述べた。第二読会は 10 月 23 日に

行われる。  

  ●自動車工業会によると、1～8 月の国内

乗用車生産台数は 804,152 台で、前年

同期比 2.2％増。増加率は 1～7 月の約

4％から減少した。  

  ●統計局によると、2011年に国内で R&D

に費やされた支出額は 707 億コルナで、

前年比 19.8％増。GDP 比では前年の
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1.56％から 1.86％に増大した（2010年

EU平均 1.9％、日本 3.3％、米国 2.9％）。

財源別では、チェコ企業 47％、国家予

算 37％、外国資本 16％（うち公的基金

9％）となっている。  

19 日●チェコ政府は、２０１３年度予算案及

び国家交通インフラ基金（SFDI）、国

家住宅建設基金（SFRB）予算案の中断

を決定した。  

  ●チェコ宿泊・飲食業協会（AHR）の発

表によると、アルコール分 20％以上の

蒸留酒販売禁止令により、既に 2 億

1,500 万コルナの損失を被っていると

発表した。  

20 日●欧州委員会からの要請を受け、ヘゲル

保健相は、アルコール分 20％以上のチ

ェコ産蒸留酒の自主的輸出禁止措置を

発表。欧州委員会は、チェコ側からの

禁止措置がない場合、欧州委員会とし

てチェコ産蒸留酒の輸入禁止措置を導

入すると警告していた。ネチャス首相

は、欧州委員会側が禁止措置を導入し

た場合と自発的禁輸措置を取った場合

を比較し、自発的措置の方がチェコ自

身に裁量権が多いと釈明した。  

  ●チェコ労働・社会福祉省及び財務省に

よると、年金に係る赤字は、2012年 405

億コルナ、2014年 744億コルナ、2015

年 690億コルナと推定される。  

  ●太陽電池生産の Schott Solar CR社

（Valasske Mezirici市）、生産を停止。

中国企業への身売り交渉が破談。従業

員 500名は解雇へ。  

21日●テメリーン原子力発電所一号機の修理

が終わり、規定出力運転に戻る。一号

機は、7 月 28 日から 9 月 14 日まで、

43本の燃料棒交換作業のため運転停止

していたが、その後の試運転の際に、

発電機の冷却系統に故障が発見され、

修理の為に再停止していた。  

23 日●クバ産業貿易大臣以下、チェコ産業連

盟メンバー企業 7０社から成るロシア

訪問団、モスクワに向けて出発。産業

連盟ハナーク会長は、「ロシアは、我々

にとって、ＥＵ外で最も重要な輸出市

場である」と述べた。ロシア訪問中、

チェコ輸出銀行による、ロシア企業へ

のローン契約調印も予定される。  

  ●オンライン給与調査会社の Platy.cz 社

調査（調査人数 68,000 人）によると、

チェコにおける平均初任給は、22,716

コルナであり、実務経験 2 年後には、

平均約 13％昇給し、25,602コルナとな

った。2 年後の昇給率が最も高かった

のはセールスマネジャー職とのこと。

統計局発表による 2012 年第一半期の

チェコ国内平均給与は、24,626コルナ

であり、それと比較して相対的に高い

結果が出たことに対し、同社は、オン

ライン調査のため、ネットにアクセス

できる高学歴者が多く参加した為と説

明。さら実務経験 5 年で 25％、10 年で

28％の昇給が見られたが、実務経験 10

年以上の場合、昇給率は 13％に低下し

た結果になったことに対し、多くの場

合、昇給は転職に拠るものであり、同

一会社に長年勤続する者は、昇給のチ

ャンスが少ないと説明した。  

24 日●クラウス大統領は、年金改革関連法案

に対し、改革に必要とされるコンセン

サスが不在であるとして、拒否権を行

使した。同案は、年金制度におけるい

わゆる第 2 柱、民間基金における個人

の任意年金積立制度の導入を定めたも

の。ネチャス首相はこれに対し、大統

領は、この行為が、政権内の安定に寄

与しないことを十分認識しているはず

と批判した。また、ドラーベク労働相

は、何故、数ヶ月前の基本法案承認時

に反対せず、この期に及んで反対する

のか理解に苦しむと述べた。  

24 日●チェコ青果組合によると、本年のリン
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ゴ収穫量は、前年比 27％増の 10 万 761

トンと予測されるも、春の霜害により、

過去５年平均と比較すると 16％減とな

るとの見込み。  

  ●先頃、大統領選不出馬を表明した経済

学者のシュヴェイナル氏が、「大統領

選キャンペーンは、お金をめぐる戦い、

そして利益団体間の戦いとなるだろう。

有権者は、特に、この点に注意し、有

力視されるフィシェル元首相と、ゼマ

ン元首相を見定めていくべき」と述べ

た。  

25 日●チェコ自動車輸入者協会（SDA）によ

ると、本年 1 月から 8 月までの中古乗

用車の輸入台数は、20％減の 69,971台

（内 37％が車齢 5-10年）となった。ブ

ランド別では、シュコダが最も多く

13,051台（18％減）、以下、フォード

が 10,396台（20％減）、フォルクスワ

ーゲンが 9,105 台（16％減）、プジョ

ー、ルノー、シトロエンと続いた。一

方、フェラーリ、ランボルギーニ、マ

セラッティ、ロールスロイス等の高級

中古車の需要は高い伸びを見せており、

フェラーリは、前年同期の 3 台から 28

台へと増加した。  

  ●チェコ警察は、メチルアルコール混入

酒事件に関し、25 名の身柄を拘束して

捜査した結果、本件の主犯格は、自動

車用オイル・クーラント販売業 Carlogic

社（登記住所 Ritka u Prahy）のルドル

フ・フィアン容疑者（42）及び同社社

長のトマーシュ・クジェペラ容疑者で

あり、容疑者らは、不当な利益を得る

為、メチルアルコールを混入した蒸留

酒を密造販売したと公表した。同容疑

者らは、メチルアルコールの混入容疑

を認める一方、他の液体と混ぜること

により致死性が低下すると思ったとし、

他者殺害の意図を否定した。  

  ●クラウス大統領は、ＴＶ番組内で、「ネ

チャス政権を倒閣する意図はない。ネ

チャス首相は、事態をエスカレートさ

せるべきではない」と述べた。この点

に関しプラーボ紙は、「クラウス大統

領は、クバ産貿相等を新首相にする意

図から、ネチャス政権の弱体化を図っ

ている」と指摘した。ネチャス首相は、

事態打開の唯一の方法として、総選挙

の前倒しについて言及した。  

  ●世論調査会社 Median 社の調査による

と、９月の政党別支持率は、社会民主

党（25.5％）が第一位、以下、市民民

主党（21％）、共産党（17.5％）、TOP09

（10.5%）であった。それ以外に、キリ

スト教民主同盟・チェコ人民党（4％）、

ゼ マ ン の 市 民 権 利 党 （ 4 ％ ） 、

SUVERENITA（3.5％）、  NS-LEV 21

（3％）が、5％以下の支持率となった。  

26 日●内閣は、アルコール分 20％以上の蒸留

酒販売禁止措置の 27 日からの部分解

除を決定した。2012年 1 月以前に製造

された蒸留酒については、無条件で販

売を容認。それ以降に製造されたもの

については、製造元・製造内容証明書

を作成し、新しい印紙で封印するよう

義務付けることになった。  

  ●政府は、歳入 1 兆 850 億コルナ、歳出

1 兆 1,850億コルナ、歳入不足 1,000億

コルナの 2013 年度予算案を承認した。

税率引き上げ等の増税パッケージが成

立しない場合、歳入不足は 250 億コル

ナ増加する見込み。同様に、本年比 15

億コルナ減の 645 億コルナとした国家

交通インフラ基金予算案、本年比 1 億

コルナ減の 16 億コルナとした国家住

宅建設基金予算案も承認した。  

  ●シュコダ自動車は、ムラダー・ボレス

ラフ工場敷地内に、新しいエンジン試

験センターの建設を開始した。2013年

10月末に運用開始予定のエンジン試験

センターでは、21 の試験場を設け、40
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名の技術者を雇用し、新型エンジンや

その構成部品を試験する予定。  

27 日●保健省は、蒸留酒の販売禁止措置の部

分解除について、正式の発表した。そ

の一方、メチルアルコール混入酒の被

害は拡大し、チェコ国内で死者２６名、

ポーランドで死者６名、入院者多数の

事態に。  

  ●大手玩具メーカーのレゴ社は、クラド

ノ工場の敷地内に、総工費 12 億コルナ

で新しい生産棟２棟を建設し、その開

所式が行われた。現在 1,500 名を雇用

する同社は、新生産棟での生産のため、

さらに 200名を雇用する予定。  

  ●チェコ中央銀行は、中銀政策金利を０．

２５％下げ、現行の０．５０％から、

史上最低の０．２５％とすることを、

理事会で、賛成５、反対２で決定した。  

28 日●クラウス大統領が、フラスタヴァで開

催された橋の運用開始式典において、

至近距離からエアガンで７回撃たれて

軽傷を負う。犯人として拘束されたパ

ヴェル・ヴォンドロウシュ（26）は、

「誰かの指図や個人的動機ではなく、

一般国民の生活の質の低下と、国民を

滅ぼすマフィア政治の現実を訴える為」

との動機を述べた。事件を未然に防げ

ず、事件発生後も混乱した大統領警護

に対する批判の高まりから、大統領警

護責任者は辞任した。  

30 日●ドゥコヴァニ原子力発電所は、燃料棒

定期交換作業の為、一号機の運転を停

止した。  

                                                                


